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附則

　私たちのまち奈井江町は、石狩平野の美しく豊かな自然と
風土に恵まれ、明治 23 年（1890 年）に母村が誕生してから
今日に至るまで、まちを愛する多くの先人の英知と努力の成
果を受け継ぎながら発展してきました。
　21 世紀を迎え、まちを巡る様々な社会情勢が大きく変わ
ろうとしている今、まちの個性を最大限に生かし、町民一人
ひとりが主体となってまちづくりを進めていくことが大切で
す。
　また、このまちの恵まれた自然や美しいまちなみを後世に
守り伝えるため、人と自然が共生する環境にやさしいまちづ
くりを進めていかなければなりません。
　私たち町民は、「奈井江町民の誓い」の持つ精神に立ち、
町民がお互いに力を合わせてまちづくりを実行するとともに、
その姿勢を将来にわたり持ち続けることを誓い、この条例を
制定します。

第 1章　目的と理念

　（目的）
第 1条　この条例は、まちづくりについての基本的な事項を
定めるとともに、町民、町議会、町が果たすべき役割や責
任などを明らかにすることにより、町民が主体となった自
治の実現を図ることを目的とします。
　（基本理念）
第 2条　私たち町民は、次の理念を共有して、まちづくりを
進めます。
（1）　私たち町民は、お互いを尊重しあいます。
（2）　私たち町民は、お互いに助けあいます。
（3）　私たち町民は、一人ひとりが主体となってまちづく
りを行います。

（4）　私たち町民は、まちづくりに対してそれぞれ自分の
役割にあった責任を持ちます。

（5）　私たち町民は、まちと町民の将来を考えて、奈井江
町を守り育てます。

　（言葉の意味）
第 3条　この条例で使われる言葉の意味は、次のとおりとし
ます。
（1）　町民とは、町内に住所を有する人、町内で働く人、
町内で学ぶ人、町内で事業を営む法人、町内で活動する
団体をいいます。

（2）　町とは、町長をはじめとするすべての執行機関をい
います。

（3）　まちづくりとは、町民、町議会、町が、それぞれの
役割と責任に基づき、お互いを尊重し、協力し合いなが
ら、町民が主体となった自治を創る活動をいいます。

（4）　自治活動とは、地域や団体が自主的に様々な活動に

取り組むことをいいます。

第 2章　まちづくりの原則

　（情報の共有）
第 4条　まちづくりについての情報は、町民の共有財産であ
り、町民、町議会、町がお互いに共有することを基本とし
ます。
　（町民参加）
第 5条　町政は、まちづくりの主体である町民一人ひとりの
参加により行うことを基本とします。
　（協働）
第 6条　町民と町は、それぞれの自主性を尊重し、お互いに
補い合う協働のまちづくりを進めることを基本とします。
　（人権の尊重）
第 7条　私たち町民は、町民一人ひとりの人権を尊重するこ
とを基本とします。
2　町民と町は、子どもの権利を尊重するとともに、子ども
がそれぞれの年齢に応じて、まちづくりに参加ができるよ
うに努めます。
3　町民と町は、男女が平等に参画できる社会の実現に努め
ます。
4　町民と町は、障がい者が地域社会の一員として、まちづ
くりに参加できるように努めます。

第 3章　町民の権利と責任

　（参加する権利）
第 8条　私たち町民は、一人ひとりの自由な意思により、ま
ちづくりに参加する権利があります。
　（知る権利）
第 9条　私たち町民は、まちづくりに関する情報を知る権利
があります。
　（町民の責任）
第 10 条　私たち町民は、一人ひとりが役割を認識し、自分
のできる範囲でまちづくりに参加するように努めます。
2　私たち町民は、地域社会の一員として、お互いに協力し
ながら、安心して暮らしやすい地域づくりに努めます。

第 4章　自治活動

　（自治活動の推進）
第 11 条　私たち町民は、町内会やボランティア団体などの
活動を通じて、自治活動に積極的に参加するように努めま
す。
2　自治活動を行う団体は、お互いを尊重しながら活動する
ように努めます。
3　町は、自治活動を行う団体の自主性を尊重します。

第 5章　町議会

　（町議会の責任）
第 12 条　町議会は、町民を代表する議事機関として、町政
の重要事項についての意思決定を行います。
2　町議会は、町が公正で民主的な町政運営を行っているか
を監視し、それを町民に明らかにします。
　（町議会議員の責任）
第 13 条　町議会議員は、町議会が町民の信託に基づくもの
であることを深く認識し、自己研鑽に努めるとともに、こ
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の条例を誠実に守って議会活動を行います。
2　町議会議員は、町民の様々な意向を把握し、議会活動や
意思決定にその意向を反映させるように努めます。
　（町議会の運営）
第 14 条　町議会は、町民に開かれた議会運営を行うため、
その保有する情報を積極的に公開し、町民との情報共有に
努めます。
2　町議会は、町議会議員の自由な討議を尊重して運営する
とともに、審議の過程や結果などを町民に分かりやすく説
明します。

第 6章　町政運営

　（町長の責任）
第 15 条　町長は、町民の意思を尊重し、公正で民主的な町
政を運営します。
2　町長は、町政が町民の信託に基づくものであることを深
く認識し、この条例を誠実に守って町政を運営します。
　（町の組織・体制）
第 16 条　町長は、地域社会や町政運営などの課題について、
迅速で効果的に対応できる組織をつくります。
2　町長は、効率的な組織運営を行うため、町職員の能力向
上と適正な配置に努めます。
　（町職員の責任）
第 17 条　町職員は、町政運営を支える役割があることを深
く認識し、この条例を誠実に守って仕事を行います。
2　町職員は、自らが地域社会の一員であることを自覚し、
常に町民の視点に立って仕事を行います。
3　町職員は、仕事に責任を持ち、必要な能力を自ら高める
ように努めます。
　（まちづくり計画）
第 18 条　町は、計画的な町政を運営するため、まちづくり
計画を作成します。
2　まちづくり計画は、まちづくりの将来目標などを定めた
基本構想と、これを具体化するための実施計画で構成され
ます。
3　基本構想は、議会の議決を経て定めます。
4　町が行う施策や事業は、法令に基づくものや緊急を要す
るもの以外は、まちづくり計画に基づいて実施します。
5　町は、まちづくり計画のほかに特定分野ごとの計画をつ
くるときは、まちづくり計画と整合性を持った内容にしま
す。
6　町は、まちづくり計画の成果を把握し、適切な進行管理
を行うため、施策、事業の目標の数値化に努めます。
7　町は、まちづくり計画を町民に公開するとともに、まち
づくり計画の作成、変更を行うときは、町民参加を実施し
ます。
　（財政の運営）
第 19 条　町政運営の財源は、町民やその他の国民の税など
で成り立っていることから、町は、最小の経費で最大の効
果が上がるように、健全な財政運営を進めます。
2　町は、まちづくり計画と連動した財政運営を行うととも
に、中長期的な財政計画を作成します。
3　町は、町の財政状況を明らかにするため、毎年度の予算、
決算、財政計画を公開します。
　（行政評価）
第 20 条　町は、施策、事業が効率的で効果的に実施されて
いるかどうかを点検するため、行政評価を実施します。
2　町は、行政評価の結果をまちづくり計画や予算編成に反
映します。
　（説明・応答責任）
第 21 条　町は、公正で開かれた町政を進めるため、町民に
町政についての情報を積極的に説明します。

2　町は、町民に情報を提供するときは、分かりやすく説明
します。
3　町は、町民から寄せられた意見、要望などについて、誠
実に対応します。
　（情報の公開）
第 22 条　町は、町民の知る権利を保障するため、町が保有
する情報を積極的に公開します。
　（個人情報の保護）
第 23 条　町は、町民の基本的人権を守るため、町が保有す
る個人情報を保護します。
　（行政手続）
第 24 条　町は、町民の権利利益を保護するため、町民から
の申請に対する処分、不利益処分、行政指導などの行政手
続を公正に行います。

第 7章　町民参加

　（町民参加の推進）
第 25 条　町は、町民の参加する権利を保障するとともに、
町民の様々な意向を町政に反映するため、町民参加を積極
的に行います。
　（住民投票）
第 26 条　町は、町政の重要な課題について、直接町民の意
思を確認し、町政に反映させるため、住民投票を実施する
ことができます。
2　町と町議会は、住民投票の結果を尊重します。

第 8章　連携・交流

　（広域連携）
第 27 条　町は、広域連合や一部事務組合などを活用し、他
の市町村との連携、協力を積極的に進め、効率的な町政運
営と町民サービスの向上に努めます。
　（国、北海道との協力）
第 28 条　町は、国、北海道と対等の関係にあることを踏まえ、
お互いの責任を明確にしながら、課題を解決するように努
めます。
　（様々な人たちとの交流）
第 29 条　町民、町議会、町は、様々な活動や交流を通じて、
他の市町村や他の国々の人たちの知恵や意見をまちづくり
に活かすように努めます。

第 9章　条例の位置付け

　（条例の位置付け）
第 30 条　この条例を奈井江町の最高規範に位置付け、町民、
町議会、町は、この条例を誠実に守ってまちづくりを進め
ます。
2　町と町議会は、この条例の趣旨に基づき、他の条例、規
則などの体系化に努めるとともに、必要な条例、規則など
の制定、見直しを積極的に進めます。
　（条例の改正）
第 31 条　町と町議会は、この条例が目的を達成するために
有効に機能しているかどうかについて、絶えず点検を行い、
必要な場合は、この条例を改正します。

　　　附　則
　この条例は、平成 17 年 4月 1日から施行します。
　　　附　則（平成 23 年 12 月 15 日条例第 16 号）
　この条例は、公布の日から施行する。
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